
壊 され,裸地が拡大 してV'っていることを示すO 事実,バオバブをはじめ,木本類 も急速に破顔 さ

れっっあるCjである.熱帯半乾燥地域におけ る人為の影響に よる自然生態系ej破壊 として とらえな

ければなら覆い現象で あるO

コカコー ラは.世界を制覇 したといわれてVlるO東 771)カVCかV'ても, このことはあたってLn

ら. この地域 で安心 して飲 める水は,ピン詰 めの清涼飲料水である. せして,乾燥 した地域では,

唯一の飲める水である｡人口の まば らな遊放民の生活する辺境であっても,卓rJ通れ る道路 さえあ

れば,部落の店でナイロビから運んだ ｢文明の水｣を売っている｡ この水には,ずLl分お世話 にな

った. しか し,これは高V,水であD.現金収入のほ とん どをh遊放民には無縁の水に近い. また,

かれらに とっては,車の通 る道 もそれほ どあ Dがたいものでは夜ho モ ウモウと砂ポコ 1)をあげて

卓が走って くると,かれ らVj:あわてて逃げるO家畜を追 う場合vcは,道路 をさけ,草原 やブ ッシュ

の中を道路 と平行 に移動 してLlるO道端のアカ./了の木かげで休んでいたラクダを追 うボラソ族の

老人が,われわれ の車を止め, 〝NotakamaziKidogo.〟 〔水を少 し分けて くれ )といった こ

とばは,ナイロビ - 7ディス ･アベバ道路建設のキャンプrL)ために触削された深井戸に,もらb

水のため集 まる人 々の姿 とともに.たい-ん印象的であった｡

韓 国 触 感

鈴 木 秀 夫

vlろVlろ多 くrJ国を見たが,今度の韓国旅行は, もっとも魅力rJあるものだ った.語 bたいこと

はた くさん あるが,はじめて女子大学で講義をす ることになった今, 日頃感 じてい ることを含 めて

小文を書Llてみたho

あらゆる学問は観察にはじまるO ところが,こともあろ うに地理学 では観察にもとづV,ていない

ことが多ho地球表 面が研究対 象であるe)だか ら,その全体を観察するとV,うことは.一人の人間

として事実上不可能ではあるが.旅行の機会を少 しで も多 くとらえ ることは大切なことである.

ところで旅行 をすると,我 々の感覚を とらえ る事柄 は実に多様 だO入国手続 きをする時の表現 し

きれ ない輿国感,言葉の遠Vl.タクシー をつか まえる時.ホテノレ,食事o これ らは,何rJ専門家で

あろ うと, もっとも強 く感覚 を とらえ られ るものであるに違いない. ところが多 くの専門家は,早

く自分の専門へ蘭心 到脱走す ることを始める.地形学者は地形の違いに臼を こらす ようになるO匡1
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の遠い とV,うことが与え るエD大 きな地理的な差にはむ しろ馴化を心がしいる｡これは大変にもった

いないことだO しか し専門化は,やむを得 なV,習性だろう｡

この小文で云いたV,ことは,その多様のなかに専門を持っその持 ち方である｡ どうして,地理学

者 とLnえば,だれもかも地形であり.気候であD,都市であり,経済であり,その他若干 なのであ

ろうか.雰囲気の達V,,ホテルの違い,食事の達V,をどうして扱おうとしなVle)かoそれは伝統 と

いうものであろうOそ して - これが一番云tJlたいことなのだが - その伝統 とは,男性が.男性

たる制約の上に作 りあげた伝統なのだO地理学を学ぶ女性が, どうして男性の伝統を受け継 ぐこと

VC努力 しなければならか^のだろう｡ キムチの作 9万などは,男性vcは深入 9す ることのできない

領分なのだO しかし,そこVCは,その民族の生存を支配する食物の知恵がこめられてV,るのだO北

に行 くほ ど, どうして料理が一層からくなるのだろうか｡単なる偶然的, あるVlは歴史的習慣であ

るとは思えない.寒さに 上るカロリーの消耗を穀類の大量摂取でかぎ覆 う知憲だとV>うようなこと

はなV,のだろうかo

食物一つとっても無限VC深 く,広 く問題 はひろがる. 午,学問を学ぶ女性の多 くは,好む と好 す

ぎるとVCかかわらず,家庭で大根を刻せざるを得 なくなるだろ｡ その時,その刻み方にも秘められ

た歴史 と風土の背景に想hをV,たして研究を続けることはで きなV,ものだろうか｡地理学評論に,

そ うL̂ う文性の大論文を見ることがで きたら,何 と楽 しV,ことだろ うと想像する.

1972.10.13 韓国からの帰途,山陰線e)車中にて｡

松井先生 より学 んだ こと

原 高 則

このような題でものを書 くことは大げさをことを好 まれたV>先生には御迷惑か とも思いましたが

松井先生退官記念号 ということで近況報告 をかねて想V,出をつづ りますO

研究室か ら越谷市の中学校 -転出 して 9年目にな9ました. どうやら妻を迎え ることがで き47

年 4月 上り越谷市蒲生- ささやかな新居を構えました.勤務先 も相手が同僚だった関係で私の方が

越谷市立富士中学校へ変 りました.校名こそ日本一を目指す富士中ですが毎年 1万人の人口増があ

る越谷市では教育行政が これVC追いつかずプレ-ブ校舎から出発 した新設校です. ト])ブル ･プレ

イならぬ結婚 ･転勤 ･新居建設が重たっただけVCこの 3月から4月vcかけてVj:大変にhそが しい思
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